


プロセッサ 全幹集材された間伐材の枝払い、   フォワーダ グラップルクレーンで積み込みを行い 

玉切りの造材作業を行います。            作業路上を運材します。クローラー型 

                                       もあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

列状間伐には、良いところも悪いところもあります。 

 

■良いところ                       ■悪いところ 

１．伐採、搬出に要する経費が削減できる。   １．残存木には形質の悪い木も残る。 

２．残存木の損傷が少ない。             ２．４０年生以上で２回程度の定性間伐済みが条件。 

３．伐採列を機械的に決めるので選木が容易。 ３．伐採列に面しない残存木に間伐効果が及びにくい。 

４．列に伐採するため、「かかり木」が少ない。  ４．間伐率を低くすると効率的作業ができない。 

５．機械化のため安全作業ができる。        ５．作業路、機械システムに投資が必要。 

 

 列状間伐を実施して、伐採・搬出経費の削減による林家収入増に成功する

か否かは、次のことに対応できるか、できないかで決まります。 

 

①林道・作業道沿いで高性能林業機械が使用できること 【搬出経費の削減】 

②ある程度（３ｈａ以上）の面積がまとまっていること  【団地化が必要】 

③柱材の取れる程度以上の森林であること 【高値の材価に期待】 
 

成功させるためには、林家の皆さんが「まとまって団結」していただくことです。

“みんなで利用間伐に取り組もう！” 
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